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Fig. 2 Excitation (dashed line) and emission (solid 

line) spectra of Ca3B2N4:Eu2+ phosphor.  
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Fig. 1 Crystal structure of α-Ca3B2N4. 

赤色光で励起可能な Ca3B2N4:Eu2+蛍光体の発光特性 

Photoluminescence property of red light excitable Ca3B2N4:Eu2+ phosphor  
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蛍光体において、母体結晶はその蛍光特性に強く影響を与えるために適切な母体結晶の選択が

極めて重要である。そのため、近年では励起・発光スペクトルの長波長化が期待される窒化物蛍

光体が注目を集め、研究が盛んに行われている。しかしながら、これまでに開発されてきた窒化

物蛍光体には SiN4や AlN4を骨格構造とする窒化物のみが母体として用いられており、BN を骨格

とする窒化物の蛍光体への応用は検討されていない。そこで本研究では新規蛍光体の開発に向け

て BN 系の窒化物であり、空間群 Im3m (No. 229) で表される立方晶系の結晶構造を有する

α-Ca3B2N4
1)（Fig. 1）に着目し、α-Ca3B2N4:Eu2+蛍光体の合成と発光特性の評価を行った。 

出発原料に Ca3N2、h-BNおよび EuNを用い、1400°C で 2 h、0.9 MPaの窒素ガス雰囲気下で焼

成し、α-Ca3B2N4:Eu2+蛍光体を合成した。Fig. 2 に合成した α-Ca3B2N4:Eu2+蛍光体の励起および発

光スペクトルを示す。α-Ca3B2N4:Eu2+蛍光体は Eu2+の 4f7→4f65d1遷移に由来する 630 nmの赤色光

の励起により 732 nm付近を最大ピークとする赤外発光を示した。Eu2+を発光イオンとする蛍光体

において、α-Ca3B2N4:Eu2+のように励起バンドが赤色領域にある蛍光体は報告されていない。結晶

中に正八面体 CaN6を含み、平均結合長が 0.2351 nmと代表的な窒化物蛍光体である CaAlSiN3:Eu2+

における Ca-N (0.24933 nm)よりも短いことから励起バンドが赤色領域にあると考えられる。 
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